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福岡県におけるマダニ刺症の2例

宮　原　道　明　（九州大学医療技術短期大学部）

角　田　浩　之　（九州大学農学部動物学教室）

Two　Tick－bite　Cases　in　Fukuoka，　Japan

Michiaki　Miyahara　and　Hiroyuki　Kakuda

　Two　tick－bite　cases　（6－year－old　girl　and　75－year－old　woman）　were　reported　in　Fukuoka　Prefecture．

were　identified　as　an　adult　female　of　Haemaphysalis　longicornis　and　H．　flava，　respectively．

The　ticks

　　　　　　　　　はじめに

　マダニ類は節足動物門，蛛三綱，ダニ目に属す

る寄生動物で，哺乳類，鳥類，および爬虫類を主

な宿主としている。このうち，ある種のものは偶

発的にヒトに寄生することによって様々なマダニ

類媒介性疾患tick－bome　diseasesをもたらすことが

知られている。マダニのヒトへの二二によるマダ

ニ二二は，1989年の全国的な調査において516例

報告されている’）。その後，症例報告数は急激に増

加し，1994年には796例に昇っている。この理由

として，北海道におけるライム病および徳島・高

知両県における紅斑熱の研究の進展に伴って，医

師や研究者の関心が高まったことが挙げられてい

る2）。

　著者らは先にマダニ刺症の4例，すなわちキチ

マダニHae〃zaphysalis　flavaの2例（雌雄成虫1例と

雌成虫1例），タカサゴキララマダニAmblyom〃la

testudinariun雌成虫1例およびシュルツェマダニ

Ixodes　persulcatUs雌成虫1例について報告した3）。

このたび，フタトゲチマダニH．　longicornisとキチ

マダニH伽vαの人体寄生例に遭遇したので，その

概要を報告する。

　　　　　　　　症　　例

　症例1

　福岡県小郡市在住の6歳女児で，左前額部に腫

瘤状の異物を認めたので，1992年8月18日に公立

学校共済組合九州中央病院皮膚科を受診した。虫

全体を含む皮膚片を切除し，10％ホルマリン液で

固定した。この三児は7月末に佐賀県御手洗山へ

昆虫採集に行っており，その時マダニに咬着され

た可能性が高い。

　虫体は体長5．1mm，二幅3．6mmで，吸血により

膨大化しているが飽血状態には達していなかっ

た。また，口下片の破損は見られなかった。触肢

および脚部基節の形態から，フタトゲチマダニ

Haemaphysalis　longicorniSの雌成虫と同定した

（図1）。

　症例2

　福岡県早良区在住の75歳女性で，1997年1月8

日に同区内の宮脇クリニックを受診した。マダニ

は背中に咬着しており，同部には直径約10mmの

発赤と軽度の腫脹を認めた。なお，リンパ節に異

常はなく，全身状態は良好であった。虫体をゆっ

くりとつまみ上げて抜去し，10％ホルマリン液で

固定した。患者がマダニに咬着された時期と場所

については不明である。

　虫体は体長6．7mm，体幅4．4mmで，吸血途中の

未田川雌成虫であった。触肢および脚部基節の形

態から，キチマダニHaemaphysalts　flavaと同定し

た（図2）。

　　　　　　　　考　　察

　1970年から1991年まで九州・沖縄地方の住民に

見出されたマダニ刺症は32例であった3）。その後

13例追加されており4・　5），本報告の2例を含めると
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47例になる。マダニ難症報告の全国的な増加の

中2），九州地方においても確実に増加が見受けられ

る。また，先に著者らが遭遇した，中華人民共和

国黒竜江省への墓参時に刺咬された例3）に見られ

るように，マダニ刺症の海外からの輸入例が増加

していることにも留意する必要がある6”’11）。

　わが国におけるマダニ刺症の主たる起因種は東

日本と西日本では異なっており，北海道，関東お

よび中部地方では主にマダニ属Ixodes，近畿以西

ではフタトゲチマダニおよびタカサゴキララマダ

ニとなっている2）。これは当然のことながら，マダ

ニ類の地理的分布の差異によるものである。した

がって，ライム病の起因種であるボレリア属Bor－

reliaの有毒株を保有するシュルツェマダニぱ2），

九州地方においては高山地の限られた地域でしか

見出されない且3）。今回報告したキチマダニは野兎

病の起因菌FranctSella・tularensisの媒介に関わるマ

ダニの1種である且4）。フタトゲチマダニが媒介す

図1　フタトゲチマダニ雌成虫（症例1）

　　　　A：背面，B：腹面

図2　キチマダニ雌成虫（症例2）

A：背面（矢印は皮膚片），B：腹面
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るヒトへの疾患については現在のところ知られて

いないが，マダニ類は多くの疾患の媒介者になり

得るので15），マダニ刺羽と確認された患者につい

ては十分な経過観察を必要とする。

　マダニ刺症の発生時期は，その地域に生息する

マダニ類の活動時期と密接に関係している。九州

地方に多く分布するフタトゲチマダニおよびキチ

マダニ成虫の活動期は，前者が春～夏，後者が秋～

冬である16）。また，タカサゴキララマダニは沖縄

県においては年間を通して活動している2）。今回

のキチマダニ属Hae〃zaphysalis　2種による正着例も

それぞれの活動期に合致していた。

　マダニに咬着された際，虫体を無理に引き抜く

と，折れた口下片が皮内に残り異物性肉芽腫や膿

瘍などを形成することがある7）。そこで，三体の除

去には口下片忌入部位に局所麻酔薬を注入し，虫

体を損傷せずに除去する方法が推奨されている且7）。

本例では皮膚片を含めて虫体を除去している。

　　　　　　　　　まとめ

　福岡県で見出されたマダニ刺症の2症例につい

て報告した。1列目は福岡県小郡市在住の女児（6

歳）で，左前額部に咬着していた虫体はフタトゲ

チマダニHae〃zaphysalis　longicornisの雌成虫と同定

した。2列目は福岡市早良区在住の女性（75歳）

で，背中から採取された此体はキチマダニH伽vα

の雌成虫と同定した。

　稿を終えるに当たり，資料を提供くださった関

係各位に厚くお礼を申し上げます。なお，本文の

要旨は第28回および第32回九州臨床検査学会に

おいて発表した。
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